
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９/19（金）に第 13回 第四中学校区新しい学校設立準備会を開催しました。今回についても旧砂子小

学校区の児童が水桜学園（旧脇田小学校敷地）に通学するための通学路について話し合うとともに、現在

の工事の進捗状況などを報告しました。 

HPからもご覧
らん

いただけます 

 担当・お問い合わせ先 

門真市教育委員会事務局 教育企画課 
電話：06-6902-5779（直通） メール：kyk02@city.kadoma.osaka.jp 

通学路について 

工事の進捗状況について 

新しい学校づくり 

通 信 

令和 7年 12月発行 第 1５号 

（発行元 門真市教育委員会） 

前回に引き続き、工事

の進捗状況について説

明をしました。現在も、

竣工に向け、順調に工事

が進んでいます。2025

年 12月現在、足場や仮

囲いが取れ、道路等から

でも水桜学園の外観を

今以上に見ていただけ

るようになりました。な

お、学校でも、水桜学園

の特徴のある校舎等を

有効活用できるよう、校

舎内や諸室の配置、使い

方などについて検討をし

ています。開校に向け、

ハード面、ソフト面とも

に引き続き準備を進め

ていきます。 

令和８年４月開校   門真市立水桜学園 

南東からの全景 南東からの全景 

１Ｆ 大階段 １Ｆ 大階段（9月） 

Ａ地点（京阪バス車庫付近） 

【新通学路案】 

京阪バス車庫付近の交差点を南に渡

り、遊歩道を進む。 

Ｂ地点（スギ薬局付近スクランブル交差点） 

【新通学路案】 

現在の通学路どおり西側の横断歩道

を使い、梅月温泉交差点に向かう。 

Ｃ地点（梅月温泉交差点） 
【新通学路案】 
・新しく出来た道（緑色）を使って梅月温泉交差点に

向かうため、南下するルート（黄色） を廃止する。           

・梅月温泉交差点では一度南側に信号を渡り、次に 

東側へ信号を渡る。 

その後南側の歩道を通り水桜学園に向かう。 

委員からの主な意見 

交通量が増えたり、新たに車が通行したりする学校周辺道路などについては、時間規制や一時停止の箇所を設けるな

ど、警察等とも協議し、上記の安全対策案とあわせて、安全対策を進めてほしい。 

学校としては、登校練習などを事前に行い、４月から少しでも安全に通学できるようにしていくつもりです。 

学校周辺道路の拡幅によって、便利になる一方、交通量が増えたり、新たに車が通行する道路もあったりという中で、通

学時の安全性が心配という声を聞いた。また、中学生は小学生の通学路を下校時などに小学生よりの暗い時間帯に通る

ことも考えられる。そのあたりも含め、より一層の安全対策を検討してほしい。 

子どもたちが４月から少しでも安全に通学できるよう、上記の安全対策案及びいただいた意見も踏まえ、協議及び要望等を

引き続き行っていきます。そして、次回の１月に開催する学校設立準備会の中で、協議や要望の結果等を踏まえた開校前の時

点での最終的な安全対策案をお示しします。 

旧砂子小学校区の児童が水桜学園

（旧脇田小学校区）に通学する際の通学

路案について、８月 22日の試し歩きの

結果や意見も踏まえ、話し合いました。

今回の準備会でのご意見等を踏まえ今

後、よりよい通学路を設定できるよう、

引き続き安全対策を進めていきます。 

8/22実施試し歩き 

Ａ地点（京阪バス車庫付近） 
・南北に往来する自動車が多い 

ことから、交差点北側に横断歩

道設置を要望 

・京阪バス車庫外周道路部分につ

いても横断歩道設置を要望 

・自治会館前の道路に歩道が 

ないことから、グリーンベルトの

塗装を要望するとともに、交通

専従員の配置を検討（スギ薬局付
近スクランブル交差点の 2名から１名を

配置換え） 

その他 

＜遊歩道＞ 
・遊歩道出口付近の横断歩道の 

塗り直しを要望 

・出口付近に交通専従員１名を 

 配置（梅月温泉前の１名を配置） 

・遊歩道に防犯カメラ増設を要望 
 
 

＜正門前＞ 
横断歩道設置を要望 
（困難な場合は路面舗装で代用） 
 

＜江端地域＞ 
交通量が多い棟の危険個所が見当たら

ないため、現時点では対応予定なし 

今回議論した安全対策案 

C地点（梅月温泉交差点） 
・来年度以降利用する児童が 

約 280人⇒約 120人とな

ることから、交通専従員を２名

⇒１名にする。（もう１名は遊歩道へ配
置換え） 

・横断歩道の塗り直しを要望 

Ｂ地点 
（スギ薬局付近スクランブル交差点） 

・高校生の通学時間とは重ならな

いと考えるが、歩道上での歩行者

の安全確保のため、必要に応じ

て、警察の立哨を要望 
 

・横断歩道の塗り直しを要望 

※試し歩きの意見も踏まえ A～C地点の３地点とも可能な限り以下の安全対策を図った上で、通学路として活用する予定です。 


